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時間割の弾力的な編成    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度  生活時程表（週）  

                                      月 火 水 木 金 

 8:15 職員の出勤時刻  勤務開始 
8:15  
8:20  
8:30    
8:45                
9:30      
9:35               

10:20        
10:40               
11:25      
11:30               
12:15      
13:00    
13:10       
13:30     
13:45                   
14:30     
14:35                 
15:20     
15:35   
16:20        
16:45 

8:15- 登 校 時 刻       8:20 始  業  時  刻  

全校朝会  朝学活 8:20- 児童集会 朝学活 

モジュール  コグトレ 8:35-  朝 学 活 短作文 モジュール  

１ ２ ３ ４ ５ 

５分休み（授業準備） 

６ ７ ８ ９ １０ 

中休み（予鈴５分前） 

１１ １２ １３ １４ １５ 

５分休み（授業準備） 

１６ １７ １８ １９ ２０ 

給  食 

清  掃 簡単清掃 清  掃 

昼休み 低学年 下校13:15 昼休み 

モジュール  モジュール  
ク ラ ブ 

委 員 会 

モジュール  モジュール  

２１ ２２ ２３ ２４ 

下校14:45 ５分休み 高学年 下校14:45 ５分休み 下校14:45 

職員の諸会議等  
２５ 

職員の諸会議等  
２６ 寺小屋 

下校15:35 下校15:35 寺小屋下校15:35 

15:35-16:20 職員の休憩時間  

16:20-16:45 職員の諸会議等   16:45 職員の退勤時刻  勤務終了    

 

バランスよく、効果的な授業のために 

【授業時間設定に際しての留意点】新学習指導要領より 

○ 各教科等の特質を踏まえた検討を行うこと 

○ 内容や時間のまとまりの中に適切に位置付けること 

○ バランスの取れた資質・能力の育成に努めること 

○ 授業のねらいを明確にして実施すること 

○ 適切な教材を用いること 

 
15 分、60 分、105 分など、児童の発達

段階や学習内容に応じて、弾力的な時間割を

組み、効果的な指導を行うことです。 

本校では、１５分間の単独のモジュールで

はなく、基本となる４５分授業と連続する

〔45 分＋15 分〕単位授業として構成。 

“モジュール”って、何？ 

授
業
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【例えば…】 

本校では、令和２年度から導入しています。 

４５分＋１５分の流れの中で、その日の授業を

その日のうちに、定着を図る 

〔算数〕単元学習 45 分 ＋ 計算の反復学習 15 分 

〔国語〕単元学習 45 分 ＋ 漢字の反復学習 15 分 

 

〔理科〕実験や観察を伴う学習を、導入 

から結論まで完結する 

〔体育〕用具準備から十分な運動量、振 

り返り時間まで確保する 

〔図工〕教材等の準備、指導時間、作業 

時間等、十分確保する 

〔社会〕調べたことをグループで共有し 

てまとめる時間を十分確保する 

とまった時間で取り組む 

【45 分＋15 分】単位授業 【60 分】単位授業 

【90 分】単位授業 

〔生活〕草花の観察、記録、考察、情報共有、学

び合い、振り返りまで、十分確保する 

〔総合〕インタビューや調査研究、まとめ、話し

合い等、まとまった時間で取り組む 

【105 分】単位授業 


